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０ 計画概要

現在、市場に出回る干し柿の比率としては、「機械乾燥」が圧倒的に多く、「自然乾燥」を行うブランド品は非常に少ない。
この先、工場生産により低価格が実現された商品が出回り続けると、　　

昔ながらの製法にこだわり、守り続けてきた畑地区の干し柿の生産が衰退しかねない。
畑地区の干し柿生産の魅力は味だけではなく、生産されている場所、生産している人々など現地に隠されているのではないかと考える。

現地での農業体験を通して、
実際に生産されている風景を見てから食べる干し柿は何倍もおいしく感じた。
自然と共に行う畑地区の生産は生産風景という大きな武器をもっているのだ。

この畑地区にしかできない本場を味わう建築提案を行っていく。

食を生み出す場所＝本場

「当たり前」の風景であるために

日本の国果である柿を身近に触れ、集落の生産風景に愛着を感じる。
来訪者はここで自然と共に生産を行う人々の当たり前の日常を体験し、

コミュニケーションをとることで、この集落の人々の生産に対する想いに触れる。
まだまだ新しい可能性を秘めたこの集落の干し柿生産は、

ここに今まで訪れなかった人々の力によって、守られていく。

この土地でしかできない生業



畑集落の し柿づ りの は 、 際に に する が していることから、
前から し柿づ りは行 れてきていたと られる。集落を 々に囲まれた 地の地 が からの

った 気を りに せ、 が りに いといった を たため、この 地で し柿づ りが
展していった。 し柿づ りのための 柿 が し、柿 と の柿の木畑が して、

の しい景観を生み出している。
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畑集落での し柿生産が の し柿を作っている地 と き うのは、 し柿を作るために使用 れる 設
の 用の 柿 があることである。柿 の は木 で の で、 が ラス張
りであることである。 で な作りは ているが、 には り通 を するために床が き けに
なっている のや、生産 を るために しになっている のな 、 が使いやすい うに
の を らしており、柿 に って 囲気が うの である。



集落のほとんどがこの坂道
窓ガラスがない古いタイプの柿小屋

石州瓦に、周りを塀に囲まれた住居
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集落に する の

敷地いっ いに広がる柿畑敷地 者が通る ー

めの は生産者にとっての のである。生産者は目に見 る がな と 感 に敷地 を している。生産者にとっての敷地 は たちの作業 囲であり、 の畑は
またがない うに作業し う。というのが 通の である。作業を ると れ れの と ってい 。　

めの は観光客にとっての である。畑と柿 が れていることや、 の敷地に り まないと柿 の内 までを見ることが出 ないため、 な作業 景 けを見ることに
なる。敷地が広いため、たまたま れた観光客と が出 う はめったに れない。観光客と には きな が する。

生産者が しす ている 者が集落との に感 てしまっている

集落内の れた道 はここ け。
する場 な 、あまり集落が

て れている感 がしない。

集落 体に広がる柿畑は生産
が行 れている柿畑内 と柿

との を広 る。

の畑 生産が る場 。
に ことができない 。



し柿の生産と敷地の
生産者が を み取りながら、 に生産を行ってきたことで まる畑 し柿 は生産できている。 な し柿生産が にしている はこの集落の一番の
であると る。 計 では のかかっている 産業と、 れらを取り を集落 の 々に を通して 感して らい、生産の を てい 。
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6 設計 集落を いでい 道 の計

柿畑の 地の をまたがる うに みち を計 する。生産を取り や の きが感 られる作業を 出し、 用する。 みち に って と場 が がり、 と が がる。 が
り ける に り、生産のための場と していたこの集落に たな を生み出す。
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設計　 のみち
生産者が てた柿の木が 々と する木 の 、生産者と観光客が体 を通して がるみちの 。
柿 を行う生産者は観光客がみちを通っているのを見て、 柿 のお いを 。

観光客は した 柿で柿 めを体 し、 柿は し柿 に 使い があることに れ、 に る いでを作る。
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ー敷地ー
やかな が の

生産者は道を した 柿を集める場
として使い、観光客は生産者が集めてきた
柿を使って柿 を作り、柿 めを体

する。
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なってきて
ー をかける。

を れる。

し柿を るす。

を ー にみ なで休憩。
作業者 観光客の憩いの場に

行き止まり。
柿畑を一望する。

道 を ける
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設計　 かいみち　
ー に い道を設ける。

を け、 で まれた道の では観光客が を行う生産者の目 の を しみます。
道の では作業者がお昼休憩したり、 した柿をみちで する。



生産者は で まれたみちを道 れや、休憩
として 用し、観光客は きながら生産者の作業気
を う。
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集落内の と の敷地に する やかな 斜地

ー の様 ー
生産者は柿木に せて様々な で作業を行っている

木の を る うに
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設計　 るみち

から畑 かう 道 の に 道 と る様に設けられた のみち。
生産者は畑に出 りする際に この道に立ち り、 み しを行うため、通 で畑作業を行っている生産者の生 の いがする。

の柿は、 で す。 場の 柿を し った観光客が 々と立ち って る。
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と柿畑が れている の生 道
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出 る。 生産者が畑に行 ために 作業 る 観光客が柿を う いでに の生産者と する

の がりが気になり、 け って る

場の柿の き に感 する
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設計　 まるみち
この敷地は観光客が通る道 に面し、 には 、出 、バス が している。
広い集落の で様々な用 のため の が集まる うに道を に せ、 に が まっている うなみちを計 する。
集 や を行う うこのみちで と観光客が出 い、この集落に いての を き出すことで、集落観光が り な のに生まれ る。
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青柿

ー敷地ー
地の 者が生産を し、 き地になった平地

集 　×　観光 内

生産者は道に集まって集 を いたり、様々な
ン を行ったりする。観光客は道に集まる
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生産者のお昼ご や、
観光客に出す柿 を
集落の たちが作る。

場
した た柿の
を ったり、
けを行う。

客
者は、 みの 柿を
で ることが出 る。

客
が に見 、 な 。

柿の い りに れる。

き
集落の きの たちが

を 様 を
で見ることが出 る。

の

柿の

設計　みせるみち

ー敷地ー
者 のため、 し柿づ りを し

使 れな なった き

の柿 用　×　 場が る

このまま と ていき うな を け がる うに通 れたらせ のみち。
生産者はこの き を、生産の一番の見せ場である 柿から し柿 と する を観光客に見せる場 として 用する。
場で しているとこ を見 し、 場の を った観光客は畑集落に せられる。

生産者は き を、 に が生まれる場 とし
て 用する。観光客は観光の で 場の が 場で
る として利用する。
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設計　せり出すみち　
急斜面という緊張感がある敷地に様々な幅の床板をみちに設ける。
危険な作業を行う生産者がバランスを取るために足場として利用したり、一休みする際に道を利用する。
ここを通った観光客は目の前に集落一体が見渡せることに気づき、立ち止まって柿木に囲まれた集落を眺める。

せり出した道で立ち止まり、
景色を眺める。

広がった道を足場として使う

生産者がお昼休憩する

平たい道にはしごを立てかける

足場　×　展望台

生産者は急斜面に平行に沿ったみちを作業の
足場として使い、観光客は斜面からせり出し
た道に座り、景色を眺め、道を展望台として

ー敷地ー
集落内で一番急な斜面にある畑

生産者や観光客が集落の景色を眺めながら休憩する
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